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ネットワークプランニング

5月15日
大竹由美子
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L2までの復習

L1の役割とデバイス
電気的に信号を流すだけ

リピータ

ハブ

L2の役割とデバイス
MACアドレスでフィルタリング
宛先ノードが接続されているポートにのみデータを転送

MACアドレステーブル
ブリッジ

スイッチ
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ブロードキャストドメインの復習

ブロードキャストが流れる範囲

ルータ（L3デバイス）によって接続（分割）
される
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ＩＰアドレスの復習

8ビット（1オクテット）×4＝32ビット長
ネットワーク部分とホスト部分
クラスの存在
Ａ～Ｃが通常使用するクラス
ネットワーク部分の長さによって分かれている
ネットワーク部分をあらわす「ネットマスク」

グローバルＩＰアドレスとプライベートＩＰアドレス
インターネットに出ることができるのはグローバルＩＰ
アドレスのみ

1つの空間ごとにネットワークアドレスとブロード
キャストアドレス
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ブロードキャストを確認してみる

ARPコマンド
arp –a

自分が通信した覚えがないコンピュータ
のテーブルがありますか？
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Visioでの作画

L1のデバイスを使用したネットワーク
カスケードで複数デバイスを接続

L2のデバイスを使用したネットワーク
カスケードで複数デバイスを接続

L3のデバイスを使用したネットワーク
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サブネット化

クラスフルな1つの空間を適切な空間の
長さに切り分けること

無駄を少なくなる
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サブネット化の利点

ブロードキャストドメインの分割

ネットワークセグメントの分割

アドレス空間の有効利用⇒ネットワーク数を増や
す

決して使用できるIPアドレスが増えるということで
はない
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ブロードキャストドメインの分割
Class B 172.16.0.0 一つのネットワーク

ff:ff:ff:ff:ff:ff 172.16.255.255
172.16.0.0/16

あて先Mac Address は
ブロードキャストアドレスな

ので転送する

この範囲に
ブロードキャストが伝わる
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サブネット化するとどうなるかというと・・・
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ブロードキャストドメインの分割

172.16.1.0/24

172.16.2.0/24

ff:ff:ff:ff:ff:ff 172.16.1.255

E0

E１

この範囲のみにブロードキャスト
が伝わるあて先 転送ポート

172.16.1.0 / 24
172.16.2.0 / 24

E0
E1
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ブロードキャストドメインの分割

172.16.1.0/24

172.16.2.0/24

11:22:33:44:55:66 172.16.2.255

E0

E１

あて先 転送ポート

172.16.1.0 / 24
172.16.2.0 / 24

E0
E1

あて先 転送先

172.16.1.0 / 24
その他

自分のNIC
E0 の IP Address

ff:ff:ff:ff:ff:ff 172.16.2.255
この範囲にブロードキャスト

が伝わる
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アドレス空間の有効利用

Class B 172.16.0.0

Class B 172.17.0.0

原則 ：ルータで区切られたメディア１つに
つき、１つのネットワークアドレス
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アドレス空間の有効利用
サブネット化しない場合

172.16.1.2

172.16.0.0/16

172.17.0.0/16

172.16.1.1

172.17.1.2172.17.1.1

2 / 65534

2 / 65534

アドレス空間の無駄
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サブネット化した結果

1つの空間で65634台→254台

無駄が減った！（1つの空間あたりの）


